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CA arcserve® Unified Data Protection  
製品テクニカル ホワイト ペーパー
 Christophe Bertrand、製品マーケティング担当副社長

はじめに

データの増加と仮想化などの技術の進歩を受けて、現在のデータ保護アーキテクチャが対応できる運用分野だけでは不十分になってい

ます。さらに、データ保護はいまだに個別対応されています。よく見ると、ユーザの不満が蔓延していることも現在のインフラストラク

チャを見直す原因になっていることがわかります。データ保護ソリューションの多くは対応範囲が限られているため、数多くのポイント 

ソリューションを使用することで複雑さが増し、あらゆる規模の部門や組織においてその管理が非常に困難になっているのです。 

今日の ITでは、サービスの提供がすべてです。システムとアプリケーションの相互依存性を理解して適切に管理し、許容時間内に ITサー

ビスの提供を再開できることを証明する必要があります。目標復旧時点（RPO）や目標復旧時間（RTO）などの基準が、ビジネスの可用

性と同義語になっているのはこのためです。

現在のデータ保護ソリューションのアーキテクチャは、プロセスの非効率さを測定してそれを軽減するといった機能がなく、リソースの

利用を最適化することができていません。高額のライセンスが必要な時代遅れのソリューションや、ポイントソリューションは、複雑さ

の上に複雑さを重ねて問題を悪化させるだけです。 

ただし、これからは違います。
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CA arcserve® Unified Data Protectionの概要

CA Technologiesは、これらの問題を軽減できる新しいソリューションを開発しました。CA arcserve UDPは新しいCA arcserveソリュー

ションですが、十分に成熟し実証された CA arcserve 技術を基盤に構築されており、エンドポイントの保護からリモート の複数サイト

までシームレスなソリューションを提供します。

CA arcserve Unified Data Protection（UDP）は、業界で認められたバックアップ、レプリケーション、HA（ハイアベイラビリティ）、バッ

クアップサーバ全体の重複排除技術を1つにまとめた最初のソリューションです。新しいCA arcserve UDP（Unified Data Protection）は、

次世代の統合型アーキテクチャに基づいた、比類のない使いやすさで、仮想環境と物理環境に対応した包括的な Assured Recovery ™

を提供します。この機能豊富なソリューションを使用すれば、IT 環境を簡単に拡張できるうえに、オンプレミス、オフプレミス、または

クラウドにおける目標復旧時点（RPO）と目標復旧時間（RTO）を達成できます。従来の複雑なバックアップ ポリシーに代わる現代的な

タスクベースのバックアップ プランと、ハイパーバイザとの緊密な統合により、複雑で日常的な反復作業を完全に自動化できます。

CA arcserve UDPは、仮想・物理どちらの環境にも次世代の統合型アーキテクチャを利用できます。これまでにないその幅広さ、使い

やすさ、自動復旧テスト機能により、他のデータ保護ソリューションとは別次元のソリューションとなっています。この統合ソリューショ

ンは、次のような革新的機能を提供します。

• 統合管理コンソール

• シンプルなタスクベースのバックアップ プランと HA プラン

• VMware、Hyper-V（Windows、Linux VM）用のエージェントレス バックアップ

• 物理システムのサポート（Windows、Linux）

• レプリケーションと HA（ハイアベイラビリティ）を標準装備

• バックアップ サーバ全体の重複排除

• ディスク イメージのテープへの移行と、ディスクまたはテープからの個別リストア 

CA arcserve UDPの主な差別化要因とメリット

使いやすさ : 統合管理機能と、一元化されたレポートおよび導入でデータとシステムの保護と復旧がポイント ソリューションより大幅に

簡素化されます。その結果、データとシステムの保護と復旧の運用効率が向上します。

ソリューションの幅広さ : CA arcserve UDPは、イメージ バックアップ、レプリケーション、HA（ハイアベイラビリティ）など、通常は

複数のポイント ソリューションでカバーされるエンタープライズ レベルの幅広い機能を提供します。それにもかかわらず、オンプレミス、

オフプレミス、クラウドのいずれでも、複数の仮想および物理プラットフォームにまたがる CA arcserve UDPの導入、使用、および管

理は簡単です。

自動 DR/Assured Recovery ™ : CA arcserve UDPは、先進的なデータ保護、復旧、および HA（ハイアベイラビリティ）戦略を導入す

るための豊富な機能のセットと組み合わせることで、業務の中断や本番システムへの影響なしで実施できる、基幹システム、アプリケー

ション、データの自動復旧テストを可能にします。

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形



UDP 製品テクニカル ホワイト ペーパー | 3

WHITE PAPER

革新的な次世代の統合型アーキテクチャ

CA arcserve UDPには、革新的な次世代のサービス指向アーキテクチャが採用されています。この新しいアーキテクチャは「サービス」

指向です。このアーキテクチャにより、データとシステムの保護と復旧は、社内の IT 専門家が社内で、またはサービス プロバイダが外

部から提供できる ITサービスになります。 

CA arcserve UDP が革新的であるのは、いくつかの新しい技術を導入する一方で、業界で実証済みの複数のソリューションを活用して、

それらを単一の統合プラットフォームにまとめた点です。 

差別化要因となる主要な技術と革新的技術に基づくCA arcserve UDPは、データ保護、復旧、HA（ハイアベイラビリティ）のための次

世代統合プラットフォームです。 

 

この統合型アーキテクチャは、以下の図に示す要素で構成されています。個々の要素は、単一のサーバに配置することも、複数の物理サー

バや仮想サーバに分配または分離して拡張性の高いソリューションを実現することもできます。
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CA arcserve UDPのアーキテクチャの詳細

統合管理コンソール

統合型アーキテクチャ

仮想保護

物理保護

RECOVERY POINT SERVER
（バックアップ サーバ全体の重複排除）

仮想スタンバイ

レプリケーション

HA（ハイアベイラビリティ）

テープ アーカイブ

エンドポイント保護  
 
•  仮想ホスト保護のためのエー

ジェントレスのシングルパス バッ

クアップ

•  物理システム保護のためのハイブ

リッド エージェント（独立したロー

カル UIとリストアを持つ、また

は中央で一元管理される）  

Recovery Point Server  
（RPS）  
 
• グローバルな情報ストア

• ソース側のデータを削減

•  全ノードを対象としたバックアッ
プ サーバ全体の重複排除

• レプリケーションを標準装備

•  AES で暗号化されたバックアッ
プ

• データ シーディング

•  RPS のジャンプスタート（オフラ
イン同期/データ シーディング）

その他の要素  
 
• 一元管理  

  コンソール（何千ものノードを管

理できる）

•  業務の中断なしで復旧を行うた

めのインスタント仮想スタンバ

イ

•  バックアップ /RPS のテープへの

アーカイブ（インプレースでの復

元が可能）

•  拡張のための分離と必要に応じ

た追加が可能
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CA arcserve UDP – 災害対策の構成例

RPWANRPS RPS

RPS

リモート サイト

MSP/ プライベート クラウド

WAN - 最適化されたレプリケーション
（VPNは不要）

物理サーバと
仮想サーバ

Windows
ワークステーション

Windows
アプリケーション 
サーバ

一元管理 一元管理

ディスク、テープ、
またはクラウド

ディスク、テープ、
またはクラウド

RP バックアップ

バックアップ

バックアップRP

RP

RP

統合管理コンソール

CA arcserve UDPは、環境全体を迅速かつ簡単に管理できる単一のWeb ベースの管理コンソールを提供します。この統合管理コンソー

ルでは、導入、日常的な管理作業、レポート作成を大幅に簡素化するさまざまなウィザードを利用できます。 
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サーバ、デスクトップ、ラップトップのエンドポイント保護

エージェントレスVMバックアップ

ホストベース /エージェントレス バックアップ プロキシは、各 VMにソフトウェア エージェントをインストールすることなく、すべての仮

想マシンのシングルパス バックアップが可能です。このため、仮想マシンへの負荷を軽減できます。

• VMware環境と Hyper-V 環境に対応した、全 VMの高速シングルパス バックアップ

• vSphere、VDAP、VDDK、VIX、vDSなどの VMware、Hyper-V技術との統合により、管理を簡素化

• ターゲット ハイパーバイザ上の VMを自動検出

• アプリケーション レベルで一貫したバックアップ（Exchange、SQLなど） 

• 変更されたブロックのみのバックアップ

• 各 VMからの電子メールと個々のファイル /フォルダの個別復旧

• 統合管理コンソールからのノード、グループ、計画の一元管理

Microsoft Hyper-V 環境の場合、VMの仮想ディスクに対する変更を追跡する新たな変更ブロック追跡メカニズムが UDPに導入されま

した。変更されたブロックの追跡により、各仮想ディスク内の変更または使用されたブロックのみが実際に読み取られることになるため、

パフォーマンスが大幅に向上し、全体的なストレージ使用量が低減します。さらに、CA arcserve UDP では、ファイル システムおよび

アプリケーション レベルで一貫したバックアップを実現するために、VSSスナップショット技術が活用されています。その結果、バック

アップ セッションのフォーマットは、VMware 仮想マシンの UDPクライアント バックアップおよびホストベース バックアップと同一にな

ります。

VMware、Hyper-V用のエージェントレス バックアップ

RPS

CA arcserve UDPコンソール

ディスク、テープ、
またはクラウド

バックアップ サーバ

VM 全体のリストアと個別リストア

テープから直接の個別リストア

検出と
バックアップ

バックアップのコピー（総合フル）

VM、ボリューム、ファイル、データ
ベース、アプリケーション、Raw デバ
イス マッピング（vRDM、pRDM）を
保護
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ハイブリッドに対応したエージェント

ハイブリッド エージェントは物理（および仮想）システムの保護に適用され、ローカルでのリストアまたは UDPコンソールによる一元管

理を可能にする機能をユーザに提供します。 

復旧ポイント サーバ（RPS） 

復旧ポイント サーバ（RPS）は、新しいアーキテクチャ コンポーネントであり、CA arcserve UDPソリューションの中核となるユニーク

な技術のセットです。RPS の主要な機能には次のものがあります。

バックアップ サーバ全体の重複排除

CA arcserve UDPのバックアップ サーバ全体の重複排除機能によって、バックアップ サイクル中に実際に転送されるデータの量は大幅

に削減されます。

 

インフラストラクチャ内のすべてのクライアントで重複を排除する機能は、既存データの不要な保存と転送を制限するために中心的な役

割を果たし、データを「グローバル」なものにします。つまり、ノード間、ジョブ間、サイト間でデータの重複を排除します。すべての RPSサー

バですべてのソース データとターゲット データの重複を排除できるように、バックアップ サーバ全体の重複排除データベースが配布され

ます。バックアップ データが実際にターゲットRPSに転送される前に重複が排除されるため、変更のみがネットワークを通じて転送され、

その結果としてパフォーマンスが向上し帯域幅使用率が低減します。このプロセス全体が、データストア レベルの暗号化とセッションご

とのパスワードで保護されます。 

CA arcserve のバックアップ サーバ全体の重複排除とは異なり、他社ソリューションの多くは 1つのノードや 1つのバックアップ ジョブ

で重複を排除するだけなので、帯域幅やストレージの節約という点では全体的な潜在的メリットが小さくなります。 

CA arcserve UDPを使用すれば、ストレージと帯域幅の要件を最適化できるうえに、サイト間での保護と復旧を迅速化できます。さらに、

テープからのリストアを含む高速の個別リストアであるため、データをインプレースで復元することもできます。 

また、重複排除データベースのインデックスを高パフォーマンスの SSDに保存することもできます。これは、メモリベースのアプローチ

と比べて、パフォーマンスと効率を向上させてコストを削減できる効果的な方法です。
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実証済みのレプリケーション機能を標準装備 

CA arcserve UDPは、業界で認められたレプリケーション（CA arcserve RHA）技術を標準装備しています。このレプリケーション機

能は、復旧、HA（ハイアベイラビリティ）、またはその両方を必要とする複数サイト環境にとって理想的です。また、このソリューション

にはWAN最適化機能と帯域幅スロットリング機能も標準装備されており、ユーザがネットワーク帯域幅の使用率とコストを制御できま

す。 

CA arcserve UDPの主要なレプリケーション機能には次のものがあります。

• RPSから RPS への実証済みのブロックベース レプリケーション

• ファイアウォールと NAT構成の問題を取り除くための、HTTPトンネリングを介した一方向通信

• オフライン同期と、リンク障害に耐性のある自動再同期 

• 1対多と多対 1のレプリケーション機能

• レプリケーション タスクの完了時の検証

• 同時ジョブとマルチストリーム レプリケーション 

• 圧縮と暗号化

RPS

RPS

RPS

RPS

リモート サイトプライマリ サイト

第 3 のサイト

ソース RPS

ソース RPS

コピー先 /ソース RPS

コピー先 RPS

レプリケー
ション

レプリケーション

レ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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復旧ポイント サーバの簡単スタートまたは「オフライン」同期 

ユーザはこの機能を使用して、復旧ポイント サーバ (RPS)のデータストアを携帯ディスク装置（小型 NAS など）に保存してリモート サ

イトに転送できます。これにより、リモート復旧ポイント サーバ (RPS)を同期させるための帯域幅、時間、コストを大幅に削減できます。

このオフライン同期プロセスは基本的に、復旧ポイント サーバ（RPS）の導入を迅速化し、時間と費用がかかるデータ転送の最適化に

役立ちます。 

オフライン同期は、帯域幅が限られた環境や接続料金が従量制の環境に適しているだけでなく、サービスの一環として CA arcserve 

UDPを使用するサービス プロバイダにとっても理想的です。 

オフライン同期のもう 1つのメリットは、データ損失のリスクを抑えられることです。オフライン同期では、ネットワークを通じて完全

な同期が達成されるのを待たなくとも（大規模なデータストアでは数日かかる場合もあります）、リモート サーバへのコピーが完了す

ればすぐに「データストア」ことができます。携帯ディスク装置を使ったデータの物理的な転送に 1日かかる場合、データストアの更新

にかかる時間はわずか 1日なので、プライマリ サイトへのリスクも小さくなります。このソリューションはさらに、Amazon、Azure、

Rackspaceなど、シーディング サービスを提供するパブリック クラウド プラットフォームもサポートしています。

復旧ポイント サーバの簡単スタート

リモート サイトまたはクラウドプライマリ サイト

コピー先 RPSソース RPS

携帯ストレージ デバイス携帯ストレージ デバイス

宅配サービス

デ
ー
タ
ス
ト
ア
の

イ
ン
ポ
ー
ト

デ
ー
タ
ス
ト
ア
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ト

無限増分のみ
RPSRPS
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マルチテナントのストレージ保管

この機能は、RPS内のユーザ データを論理的に分離するために使用されます。データはローカルの復旧ポイントサーバに保存された後、

バックアップ サーバ全体の重複排除機能を使って中央の復旧ポイント サーバ (RPS)に複製されます（多対 1で）。 

このデータは、暗号化の方法（256ビット AES暗号化がサポートされています）と、管理者がお客様のデータにアクセスするときに要

求されるセキュリティ認証の両方によって、サーバ上で論理的に分離されます。独立したフォルダ構造を活用することにより、お客様の

RPS 名によるアクセスを使用できます。 

さらに、バックアップ サーバ全体の重複排除がすべてのテナントのストレージに適用されるため、運用効率が向上し、ストレージのコス

トがさらに低減します。以上の理由により、CA arcserve UDPは、MSPにとっても ITサービスを共有している組織や部門にとっても、

理想的なソリューションです。 

 

マルチテナントのストレージ保管

ソース RPS

リモート サイト
（社内、パートナー、MSP）

お客様 A

ソース RPS

お客様 B

ソース RPS

お客様 C

レプリケーション

レプリケーション

レプリケーション

コピー先 RPS

RPS

RPS

RPS

A
B
C
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その他の主要機能

復旧ポイント サーバ (RPS)は、前述のように圧縮や AES暗号

化などの技術も使用します。RPSサーバには、多くのリソース

を使用するタスク（バックアップのマージ /消去プロセスやカ

タログ作成など）が本番サーバにかける負担を軽減するという

働きもあります。

オープンAPIの完全なセットが用意されているうえに、ライセ

ンス管理の簡素化に役立つマネージド キャパシティ レポート

も含まれています。

マネージド キャパシティ レポート

仮想スタンバイ プロキシ 

このアーキテクチャ要素は、Windowsサーバと VMについて、システム、アプリケーション、データの定期的なイメージベースの保護

と、稼働中の VMがそのバックアップ イメージにフェイル オーバできるようにする機能を提供します。選択したトポロジに応じて LAN

またはWANを通じて、リモートの保存場所（リモート オフィス、DR サイト、MSP、クラウド）へレプリケーションした後、VHDまた

は VMDK 形式への復旧ポイント変換を実行できます。 

RPSを使用したローカルとリモート仮想スタンバイ

仮想スタンバイ プロキシ

物理または仮想サーバ 復旧ポイント サーバ

仮想スタンバイ プロキシ

物理または仮想
レプリカ サーバ

CA arcserve
UDPコンソール

物理または仮想サーバ 復旧リポジトリ 物理または仮想
レプリカ サーバ

単一サイト

プライマリ サイト リモート サイト

フェイルオーバ

BRM

オフサイト 
レプリケーション

RPS

RPS RPS

WAN
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バックアップ プラン

CA arcserve UDPの統合管理コンソールによって可能となるユニークな機能の 1つに、バックアップ プランの作成があります。これら

の計画を組み合わせて、組織のデータ保護戦略を構築することができます。 

従来のデータ保護ソリューションでは、非常に複雑な環境を保護するために、複数の製品やシステムにまたがる場合が多いばらばらのバッ

クアップ、レプリケーション、フェイルオーバ ポリシーを使用して、タスクを定義する必要がありました。 

これとは対照的に、UDPのバックアップ プランは、デバイスを保護するために必要なデータ管理アクションおよびタスクをすべて含む単

一の管理オブジェクトで構成されます。これらの計画が組み合わさって、ユーザによるカスタマイズが可能で 1つまたは複数のノード適

用できるタスクのワークフローが形成されます。このワークフローは、オフサイト レプリケーションや HA（ハイアベイラビリティ）など

多くの先進的機能を組み合わせることができるデータ保護の完全なライフサイクルの生成を可能にします。 

基本的に、ユーザはこれによって、同じ特性を共有するノードについてサービスレベル指向の計画や特定の保護計画を作成できるように

なります。CA arcserve のバックアップ プランを使用すれば、各ノードに必要なきめ細かい RTO/RPOレベルを迅速かつ簡単に達成で

きます。これは、市場に出回っている他のデータ保護ソリューションとは異なる CA arcserve UDPのユニークな機能です。これらの計

画は、多くの面で SLAの「ダイヤル」に似ています。すなわち、ユーザが必要な RPO/RTO のレベルにダイヤルを合わせると、望ましい

結果を得るために最も適切な技術がソリューションによって選択されます。

保護計画の例 

Windows
バックアップ タスク

ファイル 
コピー タスク

レプリケーション 
タスク

計画 1

VM ホスト
バックアップ タスク

レプリケーション 
タスク

仮想スタンバイ 
タスク

計画 2

保護戦略

Linux バックアップ 
タスク

レプリケーション 
タスク

レプリケーション 
タスク

計画 3

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形
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システム全体の HA（ハイアベイラビリティ）/フェイルオーバ

テープへの保管

この要素は、CA arcserve UDPにテープ保管機能を提供します。これには、復旧ポイント サーバ（RPS）の重複排除データストアのテー

プ バックアップを実行する機能も含まれます。また、重複排除されたバックアップを簡単にテープから直接リストアして復元したり、1ス

テップでファイル レベルのリストアを行うことができます。さらに、テープはいまだに、アーカイブ、コンプライアンス、またはその両方

の目的でデータを長期保存するための媒体として多くの環境で使用されています。 

CA arcserve UDPを使用すれば、先進的な HA（ハイアベイラビリティ）機能を活用して RPOと RTOを強化できます。フェイルオーバ

操作とフェイルバック操作は自動化され、簡単に構成できるようになります。この、仮想および物理システム全体に及ぶプッシュ ボタン

式のニア インスタント復旧には、次のような特性があります。 

• CA arcserve UDPコンソールとの統合

• Windows、Linuxのシステム全体（OS、アプリケーション、データ）を保護

•  継続的なシステム全体のレプリケーションにより、ビジネス アプリケーション、ファイル、データを含むシステム全体のニア インス

タント復旧が可能

• 自動化された DRテスト、プッシュ ボタン式のフェイルオーバ /フェイルバック、またはその両方

• リモート サイトのためのWAN用に最適化されたレプリケーションとオフライン同期

• P2P、P2V、V2V、V2Pをサポート

• DAS、SAN、NAS、クラウド ストレージをサポート

CA arcserve 
UDPコンソール

物理または仮想サーバ上の
Windows、Linux システム全体

プライマリ サイト リモート サイト

アプリケーションまたはデータベース システム全体

サーバの
ハートビートの監視

ローカル /リモート ユーザ

LAN/WAN
物理または仮想
レプリカ サーバ

ユーザによる操作が不要な
フェイルオーバとフェイルバック

WAN用に最適化されたレプリケーション

tanem02
長方形

tanem02
長方形

tanem02
長方形
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スケーラビリティ

大規模企業が CA arcserve UDPを拡張する場合、個々の要素または「役割」を別々のシステムにインストールすることができます。中

小企業やリモート オフィスは、ソリューションの要素や「役割」を単一のシステムに統合してコストを削減することができます。 

スケーラビリティ構成例

自動復旧テスト

CA arcserve UDPを使用すれば、業務の中断や本番システムに影響せずに、基幹システム、アプリケーション、データの自動復旧テス

トを実行できます。

•  基幹システム、アプリケーション、データの自動復旧テストを、リモート DR サイトやホスティング プロバイダにある独立のレプリ

カ サーバで実行できます。

• 業務の中断を必要としない DRテスト プロセスなので、業務の中断と本番システムへの影響を回避できます。

• 必要に応じて、復旧テストを完全に自動化する（スケジュールに従って実行する）ことができます。

• Assured Recoveryのレポートでは、コンプライアンス監査担当者に、システムの復旧可能性の証拠が示されます。

管理コンソール

復旧ポイント サーバ

復旧ポイント サーバ

テープ アーカイブ

仮想ホスト

物理ノード

物理ノード

物理ノード

仮想スタンバイ 
プロキシ 仮想ホスト

エージェントレス プロキシ

大規模サイト

小規模サイト

RPS

RPS

RPS

• 復旧ポイント サーバ
• 管理コンソール
• テープ アーカイブ
• エージェントレス プロキシ
• 仮想スタンバイ プロキシ

tanem02
長方形

tanem02
長方形
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自動復旧テスト

機能の詳細

CA arcserve UDPは、エンタープライズ レベルの機能を備えていながら簡単に導入できる自動復旧テスト機能を提供します。このソリュー

ションは、物理保護と仮想保護を最適化するために設計され、データおよびシステムの保護と復旧サービスを提供するために調整され

ました。 

復旧サイトプライマリ サイト

物理または仮想サーバ上の
Windows、Linuxシステム

物理または仮想サーバ

アプリケーション    データベース DRテスト レプリカ

WAN用に最適化されたレプリケーション
RPS

一元管理

LAN/WAN

ローカル/リモート ユーザ

エンタープライズ 
クラスの機能と
パフォーマンス

仮想保護のために
最適化

使いやすさ サービス指向の
プラットフォーム

tanem02
長方形
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使いやすさ

シンプルなオールインワンの一元
管理 UI

すべての主要なデータ保護機能の運
用効率を向上させる、単一の統合管
理コンソール

• 保護ライフサイクル全体を管理するための多対１の一元管理
• すべてのサーバ、デスクトップ、ラップトップを単一の UIから管理
• 新しく設計し直されたユーザ インタフェース
• 直観的なワークフローベースの保護戦略、計画、タスク 
• Web ベース（Webサービスを含む）
• ステータスの更新
• モバイル デバイスを含む任意のデバイスからアクセス可能
• サードパーティとの統合による拡張に対応

主な機能

• 自動復旧テスト機能を備えた次世代の統合データ保護アーキテクチャ

• 統合管理コンソール 

• VMware、Hyper-V（Windows、Linux VM）用のエージェントレス バックアップ

• 物理マシンのサポート（Windows、Linux）

• 統合されたレプリケーション、HA（ハイアベイラビリティ）オプション

• ローカル、リモート仮想スタンバイ

• テープ アーカイブ 

• バックアップ サーバ全体の重複排除

• ブロック レベルでの無限増分（I2テクノロジ）TM バックアップ

• マルチサイト保護の強化（支店やMSPに最適）

• Exchange、SQL、ファイルの個別復旧 

• データとシステムをリストアするための複数の方法

• 元のハードウェアおよび異なるハードウェアへのベアメタル復旧

• デスクトップ /ラップトップの保護

• 自動更新

• ローカルまたはクラウドにインストール可能なソフトウェア

• サードパーティと統合するための APIの包括的なセット
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使いやすさ

統合された諸機能

ハイブリッド環境の RPOと RTO を
設定、制御、測定、改善するための
高度な機能を提供する統合データ保
護ソリューション

• 管理とレポーティングの一元化
• RPOと RTO の監視レポート
• 「入門」ウィザード
• Windowsと Linuxのイメージベースのバックアップおよび復旧
•  VMwareまたは Hyper-Vシステム内のすべての VMのエージェントレス バックアップおよ
び復旧

• 仮想スタンバイ
• オンサイトまたはオフサイトでのデータストアのレプリケーション
• 継続的なシステム全体のレプリケーション
• Windows、Linuxでのシステム全体の HA（ハイアベイラビリティ）またはフェイル オーバ 
• 詳細なログ
• テープ移行

ウィザード 

以前は複雑でばらばらだったデータ
保護タスクの統合を簡素化

詳細な設定を通じてデータ保護戦略
をきめ細かく制御

• シンプルで直観的な設定プロセス - 「入門」ウィザード
• Active Directoryを使った検出と簡単なノード追加
• 復旧ポイント サーバ (RPS)とデータストアの追加
• 適正なレベルの RTO/RPOを有効にするための最初の保護「計画」の作成
• 詳細設定による微調整機能
• 大規模な製品トレーニングの必要性が減少
• インストール完了から数分後には最初のバックアップを実行可能

バックアップ プラン

SLA のダイヤルを必要な PRO/RTO
のレベルに合わせると、望ましい結
果を得るために最も適切な技術がソ
リューションによって選択される

• データ保護の完全なライフサイクル
• ユーザの固有の環境に合わせてカスタマイズされた保護
• 各ノードごとに RTO/RPO のレベルを個別設定
• オフサイト保護
• 将来のモジュールやサードパーティとの統合を可能にするワークフロー エンジン 
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エンタープライズ クラスの機能とパフォーマンス

バックアップ サーバ全体の重複排
除

バックアップにかかる時間を短縮

帯域幅の消費を削減

ストレージのコストを削減

上記すべてをインフラストラクチャ全
体で実現

• サイト全体でストレージと帯域幅の要件が低減し、
 保護と復旧が迅速化される
•  データがターゲット RPS へ転送される前に重複が排除されるため、バックアップのパ
フォーマンスが向上し、必要な帯域幅が減少する 

•  バックアップ サーバ全体 : ノード間、ジョブ間、サイト間でデータの重複が排除される
• 高速の個別リストアのためにデータをインプレースで復元（テープの場合でも）
• 重複排除に適した設計のレプリケーション
•  ハッシュ データベースの保存に安価な SSD を使用できる - スピードが向上しコストが
減少する

• 無限増分のスピードとマージの向上

無限増分のパフォーマンス 

バックアップに使用されるディスク領
域とネットワーク帯域幅が減少

• 必要なディスク領域とネットワーク帯域幅が少ないブロック レベルの設計
• クラウドやリモート サイトの保護に最適
• 新しい I2により CA arcserve UDPのマージのパフォーマンスが向上
•  重複する修復ポイントデータが存在する場合はインデックス ファイル内のリンクを変更
するだけで復旧ポイント サーバデータストア上のデータをマージできるため、復旧ポイン
ト サーバのマージ ジョブが大幅に迅速化

復旧ポイント サーバ (RPS) 間レプ
リケーション機能を標準装備

データ保護インフラストラクチャの対
障害弾力性が向上 

• RPSから RPS への実証済みのブロックベース レプリケーション
• 面倒なファイアウォールの問題がない HTTPトンネリングを介した一方向通信
• 失敗したジョブを最後のブロックで再開 
• スケジュールと保存の詳細な設定
• 複数の復旧ポイント サーバ (RPS) へのデータのレプリケーションが可能 
• レプリケーション タスクの完了時の検証
• 同時ジョブの高度なサポート
• 圧縮、暗号化、重複排除されたバックアップのサポート

オフサイト保護の強化

復旧用サイトまたはリモートサイトの
データ シーディングを簡単にスター
トし、ネットワーク コストを低減

• オフライン同期による復旧ポイント サーバの迅速な導入とデータ移行の向上
• 帯域幅が限られている環境や接続料金が従量制の環境に最適
• オフサイトのデータ保護リスクの低減 
•  Amazon、Azure、Rackspace など、シーディング サービスを提供するパブリック クラ
ウドをサポート

• テープが不要

拡張

成長に応じて簡単に拡張できる

個々の要素を別々のホストにインストール
•  大規模企業が CA arcserve UDPを拡張する場合、個々の要素または役割を個別にインス
トールすることでパフォーマンスを最適化できる 

複数の要素を単一のホストにインストール
•  中小企業やリモート オフィスは、ソリューションの要素や役割を単一のホストやノードに
統合してコストと複雑さを低減できる 

tanem02
長方形

tanem02
長方形
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エンタープライズ クラスの機能とパフォーマンス

スケジュールと保存の詳細な設定

データ保護戦略と SLAのきめ細かい
制御が可能

• スケジュール、保存、スロットリングの詳細な制御
• バックアップ無効 /停止のスケジュール
•  バックアップの日時、スロットリング、マージ タスクを曜日によって定義
• 日次、週次、月次のバックアップについて詳細な保存スケジュールを作成
• 各 RPSに固有の保存計画
• テープ移行

その他の機能

•  物理 /仮想マシンで動作している Linuxクライアントのエージェントレスに近いバックアッ
プ

• 元のハードウェアまたは異なるハードウェアへのベアメタル復旧
• カタログなしのバックアップ
•  ソース ノードにかかる負荷の軽減 : 増分マージとバックアップ カタログ生成を RPSが担
当

•  ストレージ管理 :復旧ポイントの自動プルーニング、リソースが低下した場合のアラート
送信

•  復旧ポイント サーバ (RPS) のデータストアのテープ バックアップ :リストアを実行するた
めにイメージベース バックアップをテープ上で直接復元
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仮想保護および物理保護のために最適化された機能 

ローカルおよびリモート仮想スタ
ンバイ

ローカルでもリモートでも RPOと
RTOを改善

•  Windowsサーバ、VMのシステム、アプリケーション、データの定期的なイメージベース
の保護

•  リモートの保存場所（リモート オフィス、DR サイト、MSP、クラウド）へのレプリケーショ
ン

•  リモートサイトでの仮想サーバへの、復旧ポイントの VHDまたは VMDK 形式への変換
• ハイパーバイザへの登録
• サーバのハートビートの監視
• リモート リソースへの手動フェイルオーバ

VMware、Hyper-Vホスト環境用
の高速かつシンプルなエージェン
トレス バックアップ

ハイパーバイザ環境の保護を簡素化
し、コストを削減

•  各 VMにソフトウェア エージェントをインストールする必要のない、全 VMのシングルパ
ス バックアップ

• ターゲット ハイパーバイザ上の VMを自動検出
• VMware vStorage APIとの統合
• 変更されたブロックのみをバックアップ
•  アプリケーション レベル（Exchange、SQLなど）での一貫性とトランザクション ログの
消去

• 各 VM内での個々のファイル、フォルダの復旧が簡単
• UDPコンソールからのノード、グループ、計画の一元管理

システム全体の HA（ハイアベイラ
ビリティ）

仮想および物理システム全体に及ぶ
プッシュ ボタン式のニア インスタン
ト復旧

• CA arcserve UDPコンソールとの統合
•  Windows、Linuxのシステム全体（OS、アプリケーション、データ）を保護
•  継続的なシステム全体のレプリケーションにより、ビジネス アプリケーション、ファイル、
データを含むシステム全体のニア インスタント復旧が可能 

•  自動化された DR テスト、プッシュ ボタン式のフェイルオーバ /フェイルバック、または
その両方

•  リモート サイトのためのWAN用に最適化されたレプリケーションとオフライン同期
• P2P、P2V、V2V、V2Pをサポート
• DAS、SAN、NAS、クラウド ストレージをサポート

自動復旧テスト

目標から検証までをカバーする完全
に自動化されたテストとレポート 

•  基幹システム、アプリケーション、データの自動災害復旧テストを独立のレプリカ サーバ
で実行

•  業務の中断を必要としないプロセスにより、業務の中断と本番システムへの影響を回避
•  必要に応じて、復旧テストの完全な自動化またはスケジュール通りの実行が可能
•  コンプライアンス監査担当者にシステムの復旧可能性の証拠を提供する自動復旧テストの
レポート

その他の機能

• Windows 以外の VMの保護
• 電源を切られた VMのバックアップと、UACが有効な場合のシングルパス バックアップ
• vDS VLAN
• スナップショットを使った VMの保護
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サービス指向アーキテクチャ

文書化されたオープンな APIアク
セス

アプリケーションとフレームワークに
おける統合を簡素化

• Webサービス API  
• 公開されたデータベース ログ スキーマ
• 簡単なサードパーティ統合機能
• CA arcserve UDPの機能を拡張
•  他社開発のアプリケーション、フレームワーク、またはプラットフォームと統合可能
• リモート監視管理（RMM）の統合に最適

復旧ポイント サーバの簡単スター
ト

オフサイトのデータストアへのデータ
転送とコストの削減

•  オフライン同期による Recovery Point Serverの迅速な導入とデータ移行の向上
• 帯域幅が限られている環境や接続料金が従量制の環境に最適
• オフサイトのデータ保護リスクの低減 
•  Amazon、Azure、Rackspace など、シーディング サービスを提供するパブリック クラ
ウドをサポート

• テープが不要になる

安全なテナント ストレージ

データ保護サービスを安全に最適化 

•  すべてのテナント保護を単一のMSPパートナーが管理している場合に最適のソリューショ
ン

• すべてのテナントを対象とした重複排除の最適化 
• お客様の RPS 名による独立したフォルダ構造へのアクセス
• 256ビット AES暗号化によってデータのセキュリティを強化
• MSPのストレージ コストを削減

サービスレベル レポート

社内外のお客様のために SLAを管理
する責任者の役に立つ

•  サイト全体のすべての CA arcserveソリューション（ASBU、UDP）の総ストレージ消費
量レポート

• 物理ノード、仮想ノードに関する詳細なステータス レポート
• 詳細なログ
•  複数形式（PDF/CSV/HTML）でのレポート作成およびレポートの電子メール送信のスケ
ジュール設定
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主要な差別化技術の要約

CA arcserve Unified Data Protection（UDP）は、業界で認められたイメージ バックアップ、テープ、レプリケーション、HA（ハイア

ベイラビリティ）、バックアップ サーバ全体の重複排除技術を 1つのシンプルなソリューションにまとめたものです。CA arcserve UDP

の次世代アーキテクチャは、極めて使いやすい包括的な自動復旧テスト機能を提供します。これらの革新的技術には、新しい統合され

たスケールアウト アーキテクチャ、シンプルなタスクベースのバックアップ プラン、Assured Recovery 機能、バックアップ サーバ全

体の重複排除が含まれます。CA arcserve UDPを競合他社の製品から差別化する主な技術と機能の要約を次の表に示します。

幅広い機能を備えた
統合ソリューション

イメージ バックアップ、HA（ハイアベイラビリティ）、テープ、クラウド、
仮想、物理、バックアップ サーバ全体の重複排除

1つのUIで操作でき、中核となるデータ保護技術がすべて1つの
ソリューションに統合されている

使いやすさ

導入後すぐに使える、ウィザードを活用したエンタープライズ クラスの保護
（エンドツーエンドのお客様体験が向上）

保護計画

購入、導入、ライセンス登録、構成

Assured Recovery™
による復旧時点および
復旧時間の検証

復旧時間と復旧時点の検証

システム全体のHA（ハイアベイラビリティ）を実現する自動復旧テスト

自動的な仮想スタンバイ

レポートとログ

サービス プロバイダに
適した機能

MSP機能

文書化されたAPIとログ スキーマ

MSPパートナー プログラム
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CA arcserve UDPの詳細については、arcserve.com/jp をご覧ください。

WHITE PAPER

まとめ

CA arcserve UDPは、オンプレミス、オフプレミス、およびクラウドに対応した、市場で初めての使いやすく導入も簡単な統合データ保護、

復旧、および HA（ハイアベイラビリティ）ソリューションを提供します。CA arcserve UDP では、組織のニーズや IT 環境の変化に応じ

て機能を拡張したり追加することができます。使いやすく導入も簡単でエンタープライズ レベルの機能を備えたこのソリューションを使

用すれば、高度なデータ保護、復旧、およびアベイラビリティが従来よりはるかに達成しやすい目標となり、複数のポイント ソリューショ

ンを使用する場合の複雑さからも解放されます。その結果、管理者が RPOと RTOを真に管理、測定、および制御することが可能にな

ります。CA arcserve UDPの次世代統合型アーキテクチャでは、エンドユーザが小規模なソリューションから始めて成長と共に従来のバッ

クアップを超える機能（レプリケーション、HA（ハイアベイラビリティ）、高度な仮想保護、復旧のサポートなど）を追加していくことが

できます。ITの専門家の多くは、RPOと RTOを達成することがすべてであることを絶えず思い知らされています。その目的のために、

自動復旧テスト機能を備えた統合型アーキテクチャを使用するべきではないでしょうか。 
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NEW CA ARCSERVE UDP次世代データ保護: 物理
および仮想の両環境全体で、業界で認められたレプ
リケーション、HA（ハイアベイラビリティ)、バックア
ップ サーバ全体の重複排除機能を統合します。組
織の成長に合わせた無限の拡張性を提供します。革
新的で使いやすいWebベースのGUIによって優れた
操作性を実現し、データ保護のための画期的な製品
です。

UNIFIED DATA PROTECTION

assured recovery.
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